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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

令和8年

ガス窯から米を取り出している様子

ガス炊飯設備を使用し、炊き上がったご飯を取り出す作

業の様子。

適切な温度管理や安全確認を行いながら、大量調理にお

ける基本的な作業手順の習得につなげている。

ランチの炒め物調理

学生食堂で提供するランチメニューの調理（炒め物）を

行っている様子。

加熱調理の工程において、火加減や提供時間を意識しな

がら、実践的な調理技術の習得を図っている。

盛付作業

仕出し弁当の盛付作業の様子。

見た目や分量の均一性に配慮しながら、衛生管理及び作

業精度の向上を目的として取り組んでいる。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 キッチンそらまめ

住　所 松江市上乃木5丁目1-57

3210101337

高見　京子

令和7年度電話番号 0852-67-6872

① 活動の概要

当事業所では、地域との連携を図る取組として、島根県立大学松江キャンパスの学生食堂運営を受託

している。本活動は、就労継続支援A型事業の特性を活かし、安定した就労機会の創出と地域へのサー

ビス提供を両立することを目的として実施している。

② 連携先

・島根県立大学 松江キャンパス

・大学関係者（事務局、学生課等）

③ 活動内容

学生及び教職員を対象とした食事提供業務（調理・盛付・提供・洗浄・衛生管理等）を行っている。1

日あたり約100食の提供を行い、利用者は調理補助や盛付、接客、洗浄等の各工程に従事している。

また、衛生管理や時間管理、接客対応など、一般就労に近い環境の中で実践的な訓練機会を提供して

いる。

当事業所では、島根県立大学松江キャンパスの学生食堂運営を通じて、利用者に対し実践的な就労機

会を提供するとともに、地域社会との接点を創出することを目的としている。

また、一般就労に近い環境における業務を通じて、作業能力や対人対応力の向上を図り、将来的な就

労定着及び自立につなげることを目的とする。

さらに、大学という公共性の高い場においてサービス提供を行うことで、障がい者就労に対する地域

理解の促進及び共生社会の実現に寄与することを目的としている。

本取組により、以下の成果が得られている。

・利用者にとって

→ 実践的な就労経験の機会創出

→ 接客力・作業スピード・衛生意識の向上

→ 就労意欲の向上および定着率の改善

・地域にとって

→ 学生への安定した食事提供

→ 地域福祉への理解促進

→ 障がい者就労に対する意識の向上

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 担当者名

　大学内の学生が少なくなる夏休みや春休み期間においても、大学に訪れる学生においしい食事をふるまっていただき、学生からの評判がとても

良い。

　また、スポーツ大会等の学内イベントでお弁当を注文し、学生にふるまう際にも、学生からお弁当がおいしいという声が多数寄せられており、

イベント運営の支えとなっている。

　また、学生だけではなく、教職員にも食堂を愛用するものが多く、毎日の忙しい業務を乗り切るための活力となっている。

　安くておいしい食事を毎日安定してご提供いただけることに感謝しながら、今後も様々イベントで食事を提供していただけるように連携を強め

ていきたい。

公立大学法人島根県立大学（松江キャンパス）
管理課

主任主事　渡部　典寛

様式１


